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5 かしはら市議会だより

係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
や
、
生
活
困
窮
者
の

概
念
が
曖
昧
で
、
そ
の
人
独
自
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
国
は
就
労

に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
速
や
か

な
就
労
に
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。

担
当
す
る
件
数
が
慢
性
的

に
増
え
て
い
る
が
、
大
阪
府
豊
中

市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
制
度
の
は

ざ
ま
を
埋
め
る
た
め
に
行
政
の
課

長
ク
ラ
ス
が
集
ま
り
ラ
イ
フ
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト（
総
合
調
整
会
議
）

を
開
催
し
、
解
決
に
向
け
た
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
継
続
的

な
支
援
と
な
れ
ば
、
１
人
の
相
談

員
に
か
か
る
比
重
は
大
き
く
な
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

相
談
体
制
と
し
て
、
今
年
度
、

福
祉
総
務
課
に
生
活
支
援
係
を
新

設
し
た
。
課
長
補
佐（
係
長
兼
務
）

１
名
、
係
員
２
名
、
非
常
勤
職
員

の
社
会
福
祉
士
２
名
、
合
計
５
名

で
あ
る
。
任
期
付
き
の
専
門
職
員

を
３
〜
５
年
の
期
間
で
採
用
し
、

専
門
的
な
分
野
を
強
化
す
る
こ
と

で
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
図

り
た
い
。
社
会
福
祉
士
や
精
神
保

健
福
祉
士
の
採
用
を
検
討
し
、
各

課
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み
た

い
。

相
談
者
は
、
待
っ
た
な
し
の

状
態
と
思
わ
れ
、
事
業
が
周
知
さ

れ
る
と
多
く
の
方
が
相
談
に
来
る

可
能
性
が
あ
る
。
相
談
も
多
岐
に

わ
た
る
と
思
わ
れ
、
１
つ
の
係
で

の
対
応
は
厳
し
い
の
で
は
。

ま
ず
係
を
つ
く
っ
た
が
、
組

織
機
構
の
改
革
等
、
来
年
度
以
降

に
向
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
者
の
支
援
相
談

窓
口
、
生
活
に
か
か
わ
る
消
費
者

生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
と
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
窓
口
が
点
在
し

て
い
る
が
、
集
約
し
、
相
談
窓
口

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
し
て
は
。

当
市
に
は
多
種
多
様
な
相
談

窓
口
が
あ
る
。
関
係
窓
口
と
連
携

を
と
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
全
て

の
窓
口
を
集
約
す
る
の
は
、
現
状

で
は
難
し
い
。
当
面
、
福
祉
総
務

課
の
専
門
職
員
で
対
応
し
た
い
。

待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
困

窮
者
は
相
談
に
来
な
い
の
で
、
訪

問
支
援
や
早
期
発
見
が
重
要
と
思

う
。
対
象
者
の
早
期
把
握
の
た
め

に
、
税
、
保
険
料
や
公
共
料
金
の

担
当
者
と
連
携
し
、
自
立
支
援
事

業
に
つ
な
が
る
紹
介
ル
ー
ル
を
設

定
し
て
は
ど
う
か
。

紹
介
ル
ー
ル
の
設
定
は
し
て

い
な
い
。
税
や
保
険
料
、
水
道
料

金
の
担
当
者
と
常
に
連
携
し
、
生

活
困
窮
者
と
面
談
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
福
祉
総
務
課
で
そ
う
い
っ

た
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
、
対
象
者
の
早
期
の
把
握

に
努
め
た
い
。

相
談
者
の
悩
み
を
解
決
す

る
た
め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
と

繋
げ
る
が
、
任
意
事
業
で
あ
る
家

計
相
談
支
援
事
業
や
就
労
準
備
事

業
の
本
市
の
考
え
は
。

任
意
事
業
は
、
他
市
の
動
向

や
導
入
の
有
効
性
を
見
て
検
討
し

た
い
。
家
計
相
談
支
援
事
業
は
、

自
立
相
談
支
援
事
業
の
相
談
過
程

に
お
い
て
、
家
計
相
談
も
含
め
実

施
し
て
い
る
の
で
、
現
状
で
は
実

施
す
る
予
定
は
な
い
。
任
意
事
業

の
学
習
支
援
事
業
は
、
生
活
保
護

受
給
者
も
対
象
と
な
る
。
生
活
困

窮
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
に
、
生
活

保
護
世
帯
に
重
点
を
置
き
進
め
た

い
。
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
可
能
な
の
か

検
討
す
る
必
要
も
あ
り
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
学
習
支
援
の
効
率

的
な
運
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

10
年
ほ
ど
前
に
、
都
市
計
画

道
路
の
質
問
し
た
が
、
計
画
当
初

か
ら
何
十
年
も
経
っ
て
お
り
、
市

街
化
、
人
口
推
移
、
交
通
状
況
等

は
違
っ
て
き
て
い
る
が
現
在
、
本

市
の
都
市
計
画
道
路
は
何
路
線
あ

る
の
か
。
そ
の
う
ち
、整
備
済
み
、

整
備
中
、
未
着
手
区
間
は
何
路
線

か
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
用
地

に
か
か
る
法
的
な
規
制
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

都
市
計
画
道
路
の
路
線
数

は
、
55
路
線
、
総
延
長
は
約
80
ｋ

ｍ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
既
に
整

備
さ
れ
た
路
線
は
26
路
線
、
延
長

約
41
ｋ
ｍ
、
延
長
整
備
率
51
％
で

あ
る
。
未
完
成
道
路
は
29
路
線
延

長
は
約
39
ｋ
ｍ
で
そ
の
内
、
計
画

決
定
は
し
た
が
未
着
手
路
線
は
10

路
線
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都

市
計
画
道
路
に
は
、
都
市
計
画
法

53
条
に
よ
る
規
制
が
あ
り
、
建
築

で
き
る
建
築
物
は
、
地
下
を
含
ま

な
い
２
階
建
て
以
下
、
木
造
・
鉄

骨
造
等
に
類
す
る
構
造
で
、
容
易

に
移
転
・
除
却
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
市
長

が
許
可
し
建
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

未
着
手
区
間
の
１
つ
、
奈
良

橿
原
線
は
、
高
田
バ
イ
パ
ス
の
終

点
縄
手
町
か
ら
本
市
中
心
部
を
通

ら
ず
東
側
を
十
市
町
ま
で
抜
け
る

道
路
が
あ
る
が
、
葛
本
町
の
と
こ

ろ
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
十
市

町
の
十
市
橋
の
ほ
う
ま
で
行
く
計

画
と
思
う
が
、
そ
の
路
線
上
に
は

多
く
の
家
屋
も
あ
り
、
不
可
能
で

は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
北
妙

法
寺
木
原
線
の
近
鉄
大
阪
線
、
近

鉄
大
阪
線
と
橿
原
線
の
連
絡
線
と

交
差
し
、
困
難
な
計
画
だ
と
思
う

が
い
ま
だ
に
あ
る
。
こ
う
い
っ
た

計
画
の
た
め
に
、多
く
の
市
民
が
、

法
的
規
制
に
よ
り
、
自
宅
の
改
築

等
に
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
る
か

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

長
期
に
わ
た
っ
て
規
制
が
か

か
る
こ
と
は
、
そ
の
該
当
の
権
利

者
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
だ
が
、

都
市
計
画
制
限
は
、
公
共
の
福
祉

自立相談支援事業　リーフレット

一般質問

杉
井　

康
夫

杉
井　

康
夫

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

都

市

計

画

道

路
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